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News Letter 

2017/6/15 

2017年 5月 31日-6月 1日、CITE Japanに合わせて横浜にて

2017日中化粧品国際交流イベントを開催しました。今回は中国会

員が以前より希望している内容を詰め込んでデザインしただけあっ

て中国側からは 70名が集まり、日本で開催されるイベントの中では

中国会員の参加が過去最多の規模となりました。 

5月 31日、ファンケル銀座スクエアを見学しました。まずファンケ

ルの「無添加」という理念の起源を学び、その研究施設の至る所に

込められたこの理念の真髄に触れました。サプリメントの製造過程

や研究への思い入れ、ファンケルは研究力がとても強い化粧品メー

カーであると感心させられました。そしてファンケル銀座スクエアの

各フロアはファンケルの健康へのアプローチやお客様への感謝の

気持ちが具現化され、銀座という一等地にありながら利益追求より

も顧客サービスに重きを置いている姿勢を間近で感じました。 

 

そして、午後一番には協会の

会員であり、日本最大なメー

キャップ OEM メーカーである

アサヌマコーポレーション株式

会社の相模原工場へ見学に

訪れました。同会員は寛大に

も生産ラインや研究所を公開

し、その充実した設備に中国

会員はたいそう感心させられ

ました。長年愛用していたメー

キャップ製品が実は同社が生

産しているということにも驚か

されました。最後に一行は東

京工科大学へ赴き、協会の専

門家である前田憲寿博士と 

岩渕徳郎博士がそれぞれ「機能性化粧品（スキンケア）の研究開発」と「頭皮状態と毛髪形成の関係」

について発表し、大学の研究施設を案内して下さいました。 

今回の見学で、ファンケル、アサヌマそして東京工科大はどれも協会イベントにおいて初めて訪問し

た場所であり、会員たちもたくさんの知識を学び取ることができ、大満足で帰路に着くことが出来まし

た。ここでもう一度ご協力して下さった企業及び機関にお礼を申し上げます。本当にありがとうございま

した。 
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午後からはパシフィコ横浜の会議センターにおいて

日本化粧品の各領域における最新動向について講演

を行いました。協会の専門家である島田邦男博士は

原料、スキンケアの重鎮である高橋元次博士は皮膚

の最新研究成果、協会の理事長で専門家でもいらっ

しゃる楊建中博士は次世代にヒットするヘアケアのコ

ンセプトー頭皮ケアからそれぞれの最新の傾向につ

いて解説しました。そして今回、最も注目されたのは

株式会社ソフィアリンクスの社長三原誠史氏の「サイ

エンス・コスメ」というニューコンセプトです。三原氏は

まずサイエンス・コスメとは「皮膚科学的技術や知見、

及び医学分野や製薬分野で注目されている技術を活

用して開発された化粧品である」と定義づけ、今の市

場でホットになっているサイエンス・コスメについて紹

介しました。中国会員にとっては全くの新しい概念のも

のであるため、皆が講演に夢中になり、そしてこの講

演は一番評価の高いものにもなりました。 

講演会終了後に行ったアンケートの結果によると、

全体評価では回答者全員が「大満足」か「満足」を答

えており、今回の講演が大好評であると裏付けまし

た。 

6月 1日、午前は中国会員を率いて Cite 

Japanに出展している日本会員の出展ブースを

回り、日本会員の自社製品の紹介を中国会員

が熱心に傾聴しているところを見ると日本の製

品はやはり中国に必要とされています。 

 

18時からは横浜ベイホテル東急にて懇親会が開かれ、これには中国会員だけでなく、日本会員

もたくさん出席しました。新しい会員が多く参加していたゆえ、新しい情報やビジネスチャンスをお

互いに見出すことができたのではないかと思います。そして懇親会において 3年間協会の事務局

長を務めた松藤の辞任が発表されました。松藤が 2014年協会に入ってから今まで、協会の会員

数は飛躍的に増大し、知名度も上昇しました。その退職は残念ではありますが、彼女の今後の成

功をお祈り申し上げております。 

今回のイベントは中国会員のニーズに焦点を当てた内容で開催して、参加者の満足度がより高く

なっていることから、今後もこのような焦点を絞ったイベントの開催をしていきたいと思います。次

は日本会員のニーズを盛り込んだイベントを開催する予定ですので、是非ご期待下さい。 
 


